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(57)【要約】
　本発明はトランキング通信サービス処理方法を開示す
る。前記方法は、ユーザ装置（UE）がトランキングコア
ネットワーク装置の送信したトランキング通信サービス
要求メッセージを受信し、前記トランキング通信サービ
ス要求メッセージにサービスタイプ識別子が含まれるス
テップ（101）と、前記UEが前記サービスタイプ識別子
に基づいて、前記トランキング通信サービスを受信する
かどうかを確定するステップ（102）と、を含む。同時
に、本発明は他のトランキング通信サービス処理方法、
コアネットワーク装置、及びUE、記憶媒体を更に開示す
る。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ装置はトランキングコアネットワーク装置の送信したトランキング通信サービス
要求メッセージを受信し、前記トランキング通信サービス要求メッセージにサービスタイ
プ識別子が含まれることと、
　前記ユーザ装置は前記サービスタイプ識別子に基づいて、前記トランキング通信サービ
スを受信するかどうかを確定することと、を含むトランキング通信サービス処理方法。
【請求項２】
　前記トランキング通信サービス要求メッセージは、サービスタイプ識別子を含むページ
ングメッセージである請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記サービスタイプ識別子は非コールサービスに対応するサービス識別子であり、
　対応的に、前記ユーザ装置が前記サービスタイプ識別子に基づいて、前記トランキング
通信サービスを受信するかどうかを確定することは、
　前記ユーザ装置は行っている現在のグループコールサービスを維持して、前記非コール
サービスを受信することを含む請求項1又は2に記載の方法。
【請求項４】
　前記サービスタイプ識別子はコールサービスに対応するサービス識別子であり、
　対応的に、前記ユーザ装置が前記サービスタイプ識別子に基づいて、前記トランキング
通信サービスを受信するかどうかを確定することは、
　前記ユーザ装置は行っている現在のグループコールサービスを維持して、新たなコール
サービスを拒否すること、又は、
　前記ユーザ装置は行っている現在のグループコールサービスを終了して、新たなコール
サービスをアクセスすること、又は、
　前記ユーザ装置は表示する提示メッセージに基づいて、行っている現在のグループコー
ルサービスを維持して新たなコールサービスを拒否するか、行っている現在のグループコ
ールサービスを終了して新たなコールサービスをアクセスするかを選択すること、を含む
請求項1又は2に記載の方法。
【請求項５】
　前記トランキング通信サービス要求メッセージには新たなコールサービスに対応する優
先度を更に含み、
　対応的に、前記ユーザ装置は行っている現在のグループコールサービスを維持して新た
なコールサービスを拒否する前に、前記方法は、
　前記ユーザ装置は、行っている現在のグループコールサービスに対応する優先度と新た
なコールサービスに対応する優先度とを比較して、行っている現在のグループコールサー
ビスの優先度が新たなコールサービスの優先度よりも高いことを確定することを更に含み
、
　又は、前記ユーザ装置は行っている現在のグループコールサービスを終了して新たなコ
ールサービスをアクセスする前に、前記方法は、
　前記ユーザ装置は、行っている現在のグループコールサービスに対応する優先度と新た
なコールサービスに対応する優先度とを比較して、行っている現在のグループコールサー
ビスの優先度が新たなコールサービスの優先度よりも低いことを確定することを更に含む
請求項4に記載の方法。
【請求項６】
　前記コールサービスはグループコールサービス、インディビジュアルコールサービスの
うちの1種である請求項4又は5に記載の方法。
【請求項７】
　トランキングコアネットワーク装置の送信したトランキング通信サービス要求メッセー
ジを受信し、前記トランキング通信サービス要求メッセージにサービスタイプ識別子が含
まれるように設定される第1受信モジュールと、



(3) JP 2017-531336 A 2017.10.19

10

20

30

40

50

　前記サービスタイプ識別子に基づいて、前記トランキング通信サービスを受信するかど
うかを確定するように設定される確定モジュールと、を含むユーザ装置。
【請求項８】
　前記トランキング通信サービス要求メッセージは、サービスタイプ識別子を含むページ
ングメッセージである請求項7に記載のユーザ装置。
【請求項９】
　前記サービスタイプ識別子は非コールサービスに対応するサービス識別子であり、
　対応的に、前記確定モジュールは、行っている現在のグループコールサービスを維持し
て、前記非コールサービスを受信するように設定される請求項8に記載のユーザ装置。
【請求項１０】
　前記サービスタイプ識別子はコールサービスに対応するサービス識別子であり、
　対応的に、前記確定モジュールは、行っている現在のグループコールサービスを維持し
て、前記新たなコールサービスを拒否するように設定され、又は、
　行っている現在のグループコールサービスを終了して、前記新たなコールサービスをア
クセスするように設定され、又は、
　提示メッセージを表示するように設定され、前記提示メッセージは、行っている現在の
グループコールサービスを維持して前記新たなコールサービスを拒否するか、行っている
現在のグループコールサービスを終了して新たなコールサービスをアクセスするかを選択
するようにユーザに提示することに用いられる請求項8に記載のユーザ装置。
【請求項１１】
　前記トランキング通信サービス要求メッセージには、新たなコールサービスに対応する
優先度を更に含み、
　対応的に、前記ユーザ装置は比較モジュールを更に含み、
　前記比較モジュールは、前記確定モジュールが行っている現在のグループコールサービ
スを維持して新たなコールサービスを拒否する前に、行っている現在のグループコールサ
ービスに対応する優先度と新たなコールサービスに対応する優先度とを比較して、行って
いる現在のグループコールサービスの優先度が新たなコールサービスの優先度よりも高い
ことを確定するように設定され、又は、
　前記確定モジュールが行っている現在のグループコールサービスを終了して新たなコー
ルサービスをアクセスする前に、行っている現在のグループコールサービスに対応する優
先度と新たなコールサービスに対応する優先度とを比較して、行っている現在のグループ
コールサービスの優先度が新たなコールサービスの優先度よりも低いことを確定するよう
に設定される請求項10に記載のユーザ装置。
【請求項１２】
　前記コールサービスはグループコールサービス、インディビジュアルコールサービスの
うちの1種である請求項10又は11に記載のユーザ装置。
【請求項１３】
　トランキングコアネットワーク装置は、他のユーザ装置の送信した、サービスタイプ識
別子を含む他のトランキング通信サービス要求メッセージを受信することと、
　前記トランキングコアネットワーク装置は、サービスタイプ識別子を含むトランキング
通信サービス要求メッセージをユーザ装置に送信することと、を含み、前記サービスタイ
プ識別子は、前記トランキング通信サービスを受信するかどうかをユーザ装置に確定させ
るためのものであるトランキング通信サービス処理方法。
【請求項１４】
　前記トランキングコアネットワーク装置が、サービスタイプ識別子を含むトランキング
通信サービス要求メッセージをユーザ装置に送信することは、
　前記トランキングコアネットワーク装置は、受信した、サービスタイプ識別子を含むト
ランキング通信サービス要求メッセージをユーザ装置に転送すること、
　又は、前記トランキングコアネットワーク装置は、前記トランキング通信サービス要求
メッセージを解析してサービス識別子を取得し、サービス識別子を対応のページングメッ
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セージに追加し、サービスタイプ識別子を含むページングメッセージを生成し、生成した
サービスタイプ識別子を含むページングメッセージをユーザ装置に送信することを含む請
求項13に記載の方法。
【請求項１５】
　他のユーザ装置の送信した、サービスタイプ識別子を含む他のトランキング通信サービ
ス要求メッセージを受信するように設定される第2受信モジュールと、
　サービスタイプ識別子を含むトランキング通信サービス要求メッセージをユーザ装置に
送信するように設定される送信モジュールと、を含み、前記サービスタイプ識別子は、前
記トランキング通信サービスを受信するかどうかをユーザ装置に確定させるためのもので
あるトランキングコアネットワーク装置。
【請求項１６】
　前記送信モジュールは、受信した、サービスタイプ識別子を含むトランキング通信サー
ビス要求メッセージをユーザ装置に転送するように設定され、
　又は、
　前記トランキングコアネットワーク装置は、前記トランキング通信サービス要求メッセ
ージを解析してサービス識別子を取得し、サービス識別子を対応のページングメッセージ
に追加し、サービスタイプ識別子を含むページングメッセージを生成し、生成したサービ
スタイプ識別子を含むページングメッセージをユーザ装置に送信するように設定される生
成モジュールを含む請求項15に記載の装置。
【請求項１７】
　コンピュータ実行可能な指令が記憶され、前記コンピュータ実行可能な指令は請求項1
～6のいずれか一項に記載のトランキング通信サービス処理方法を実行するためのもので
あり、
又は、前記コンピュータ実行可能な指令は請求項13又は14に記載のトランキング通信サー
ビス処理方法を実行するためのものであるコンピュータ記憶媒体。　
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は移動通信技術に関し、特にトランキング通信サービス処理方法、コアネットワ
ーク装置、及びユーザ装置（UE、User Experiment）、記憶媒体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　トランキング通信サービスは、チャネル共有と動的割当等の技術特徴を有するトランキ
ング通信システムからなるトランキング通信共通ネットワークを利用して、複数の部門、
機関等のグループユーザに提供した専用指揮スケジューリング等のトランキング通信サー
ビスを指す。通信ネットワークが発展を続けるのに伴って、トランキング通信システムは
益々豊富なトランキング通信サービスを提供する。現在、通常のトランキング通信サービ
スは、例えばプッシュ・トゥ・トーク（Push To Talk、PTT）のグループコールサービス
であるコール類サービスと、例えばショートメール、ピクチャー、位置決め、リモートオ
フ、リモートオン、PTT情報更新等のサービスである非コール類サービスとの2種類を有す
る。
【０００３】
　トランキング通信サービスにおいて、主動的にトランキング通信サービス要求を開始す
るユーザ装置は発言権を有し、発言権ユーザ装置に属し、トランキング通信サービス要求
を受信する他のユーザ装置は非発言権ユーザ装置に属する。具体的に、発言権ユーザ装置
は、アップリンク制御チャネルによりトランキング通信サービス要求メッセージをトラン
キングコアネットワーク装置に送信し、トランキングコアネットワーク装置は、該トラン
キング通信サービス要求メッセージを解析し、該トランキング通信サービス要求メッセー
ジに含まれる内容（例えばコールタイプ、コール属性等）に基づいてサービスタイプとグ
ループ識別子を確定し、トランキングコアネットワーク装置は、グループ識別子に基づい
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てページングメッセージを生成して基地局に送信し、基地局はページングチャネルにより
ページングメッセージを非発言権ユーザ装置に送信し、非発言権ユーザ装置はページング
メッセージを受信した後に、前記ページングメッセージを解析して、グループ識別子にマ
ッチングし、マッチングが成功する場合ページング応答を返信し、基地局はグループコー
ルにダウンリンク共有チャネルリソースを割り当て、ダウンリンク共有チャネルを確立し
てダウンリンクデータを伝送し、制御チャネルにより共有チャネルリソース情報をグルー
プユーザに送信し、非発言権ユーザは制御チャネルメッセージを受信した後に、ダウンリ
ンク共有チャネルにおいてデータを受信してトランキング通信サービスを行い始める。
【０００４】
　一方で、トランキング通信におけるグループコールサービスにおいて、既にトランキン
グコアネットワーク装置と接続を確立したユーザ装置、例えばグループコール発言権ユー
ザ装置に対して、他のユーザ装置が該ユーザ装置に他のトランキング通信サービスを開始
する場合、トランキングコアネットワーク装置は他のユーザ装置が送信したトランキング
通信サービス要求メッセージを解析して、該トランキング通信サービスのタイプを確定し
、該トランキング通信サービスがコール類サービスであれば、現在のコールサービスを止
めて新たなコール類サービスにアクセスするように該ユーザ装置を制御し、又は現在のコ
ールサービスを維持して新たなコール類サービスを拒否するように該ユーザ装置を制御し
、該トランキング通信サービスが非コール類サービスであれば、現在のコールサービスを
維持して該非コール類サービスを受信するように該ユーザ装置を制御する。しかし、トラ
ンキングコアネットワーク装置と接続を確立していないユーザ装置、例えばグループコー
ル非発言権ユーザ装置に対して、該ユーザ装置はトランキングコアネットワーク装置と直
接に接続を確立していないため、トランキングコアネットワーク装置は該ユーザ装置が現
在にグループコールを受話しているかどうかを確定できなく、これによりトランキングコ
アネットワーク装置は新たなトランキング通信サービスをアクセスするか、それとも拒否
するかのように該ユーザ装置を制御することができない。
【０００５】
　もう一方で、発言権ユーザ装置がトランキングコアネットワーク装置に送信したトラン
キング通信サービス要求メッセージはコール類サービスであるか、それとも非コール類サ
ービスであるかにかかわらず、トランキングコアネットワーク装置はトランキング通信サ
ービス要求メッセージを受信した後、いずれもグループ識別子を含むページングメッセー
ジを基地局に送信し、基地局により非発言権ユーザ装置に送信し、非発言権ユーザ装置は
ページングメッセージを受信した後、受信したのがコール類サービスであるか、それとも
非コール類サービスであるかを分からない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　従来技術のトランキング通信サービスに対するトランキングコアネットワークにある不
備を解決するために、本発明の実施例はトランキング通信サービス処理方法、コアネット
ワーク装置、及びUE、記憶媒体を提供することが望ましい。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の実施例の技術的手段は以下のように実現される。
【０００８】
　第1方面で、本発明の実施例はトランキング通信サービス処理方法を提供し、前記方法
は、
　ユーザ装置はトランキングコアネットワーク装置の送信したトランキング通信サービス
要求メッセージを受信し、前記トランキング通信サービス要求メッセージにサービスタイ
プ識別子が含まれることと、
　前記ユーザ装置は前記サービスタイプ識別子に基づいて、前記トランキング通信サービ
スを受信するかどうかを確定することと、を含む。
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【０００９】
　本発明の1つの実施例において、前記トランキング通信サービス要求メッセージはサー
ビスタイプ識別子を含むページングメッセージである。
【００１０】
　本発明の1つの実施例において、前記サービスタイプ識別子は非コールサービスに対応
するサービス識別子であり、
　対応的に、前記ユーザ装置が前記サービスタイプ識別子に基づいて、前記トランキング
通信サービスを受信するかどうかを確定することは、
　前記ユーザ装置は行っている現在のグループコールサービスを維持して、前記非コール
サービスを受信することを含む。
【００１１】
　本発明の1つの実施例において、前記サービスタイプ識別子はコールサービスに対応す
るサービス識別子であり、
　対応的に、前記ユーザ装置が前記サービスタイプ識別子に基づいて、前記トランキング
通信サービスを受信するかどうかを確定することは、
　前記ユーザ装置は行っている現在のグループコールサービスを維持して、新たなコール
サービスを拒否すること、又は、前記ユーザ装置は行っている現在のグループコールサー
ビスを終了して、新たなコールサービスをアクセスすること、又は、前記ユーザ装置は表
示する提示メッセージに基づいて、行っている現在のグループコールサービスを維持して
新たなコールサービスを拒否するか、行っている現在のグループコールサービスを終了し
て新たなコールサービスをアクセスするかを選択すること、を含む。
【００１２】
　本発明の1つの実施例において、前記トランキング通信サービス要求メッセージは新た
なコールサービスに対応する優先度を更に含み、
　対応的に、前記ユーザ装置は行っている現在のグループコールサービスを維持して新た
なコールサービスを拒否する前に、前記方法は、
　前記ユーザ装置は行っている現在のグループコールサービスに対応する優先度と新たな
コールサービスに対応する優先度とを比較して、行っている現在のグループコールサービ
スの優先度が新たなコールサービスの優先度よりも高いことを確定することを更に含み、
　又は、前記ユーザ装置は行っている現在のグループコールサービスを終了して新たなコ
ールサービスをアクセスする前に、前記方法は、
　前記ユーザ装置は行っている現在のグループコールサービスに対応する優先度と新たな
コールサービスに対応する優先度とを比較して、行っている現在のグループコールサービ
スの優先度が新たなコールサービスの優先度よりも低いことを確定することを更に含む。
【００１３】
　本発明の1つの実施例において、前記コールサービスはグループコールサービス、イン
ディビジュアルコールサービスのうちの1種である。
【００１４】
　第2方面で、本発明の実施例はユーザ装置を更に提供し、前記ユーザ装置は、
　トランキングコアネットワーク装置の送信したトランキング通信サービス要求メッセー
ジを受信し、前記トランキング通信サービス要求メッセージにサービスタイプ識別子が含
まれるように設定される第1受信モジュールと、
　前記サービスタイプ識別子に基づいて、前記トランキング通信サービスを受信するかど
うかを確定するように設定される確定モジュールと、を含む。
【００１５】
　本発明の1つの実施例において、前記トランキング通信サービス要求メッセージはサー
ビスタイプ識別子を含むページングメッセージである。
【００１６】
　本発明の1つの実施例において、前記サービスタイプ識別子は非コールサービスに対応
するサービス識別子であり、
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　対応的に、前記確定モジュールは、行っている現在のグループコールサービスを維持し
て、前記非コールサービスを受信するように設定される。
【００１７】
　本発明の1つの実施例において、前記サービスタイプ識別子はコールサービスに対応す
るサービス識別子であり、
　対応的に、前記確定モジュールは、行っている現在のグループコールサービスを維持し
て、前記新たなコールサービスを拒否するように設定され、又は、行っている現在のグル
ープコールサービスを終了して、前記新たなコールサービスをアクセスするように設定さ
れ、又は、提示メッセージを表示するように設定され、前記提示メッセージは、行ってい
る現在のグループコールサービスを維持して前記新たなコールサービスを拒否するか、行
っている現在のグループコールサービスを終了して新たなコールサービスをアクセスする
かを選択するようにユーザに提示することに用いられる。
【００１８】
　本発明の1つの実施例において、前記トランキング通信サービス要求メッセージは新た
なコールサービスに対応する優先度を更に含み、
　対応的に、前記ユーザ装置は比較モジュールを更に含み、
　前記比較モジュールは、前記確定モジュールが行っている現在のグループコールサービ
スを維持して新たなコールサービスを拒否する前に、行っている現在のグループコールサ
ービスに対応する優先度と新たなコールサービスに対応する優先度とを比較して、行って
いる現在のグループコールサービスの優先度が新たなコールサービスの優先度よりも高い
ことを確定するように設定され、
　又は、前記確定モジュールは行っている現在のグループコールサービスを終了して新た
なコールサービスをアクセスする前に、行っている現在のグループコールサービスに対応
する優先度と新たなコールサービスに対応する優先度とを比較して、行っている現在のグ
ループコールサービスの優先度が新たなコールサービスの優先度よりも低いことを確定す
るように設定される。
【００１９】
　本発明の1つの実施例において、前記コールサービスはグループコールサービス、イン
ディビジュアルコールサービスのうちの1種である。
【００２０】
　第3方面で、本発明の実施例はトランキング通信サービス処理方法を更に提供し、前記
方法は、
　トランキングコアネットワーク装置は他のユーザ装置の送信した、サービスタイプ識別
子を含む他のトランキング通信サービス要求メッセージを受信することと、
　前記トランキングコアネットワーク装置は、サービスタイプ識別子を含むトランキング
通信サービス要求メッセージをユーザ装置に送信することと、を含み、前記サービスタイ
プ識別子は前記トランキング通信サービスを受信するかどうかをユーザ装置に確定させる
ためのものである。
【００２１】
　本発明の1つの実施例において、前記トランキングコアネットワーク装置が、サービス
タイプ識別子を含むトランキング通信サービス要求メッセージをユーザ装置に送信するこ
とは、
　前記トランキングコアネットワーク装置は受信した、サービスタイプ識別子を含むトラ
ンキング通信サービス要求メッセージをユーザ装置に転送すること、
　又は、前記トランキングコアネットワーク装置は前記トランキング通信サービス要求メ
ッセージを解析してサービス識別子を取得し、サービス識別子を対応のページングメッセ
ージに追加し、サービスタイプ識別子を含むページングメッセージを生成し、生成したサ
ービスタイプ識別子を含むページングメッセージをユーザ装置に送信することを含む。
【００２２】
　第4方面で、本発明の実施例はトランキングコアネットワーク装置を提供し、前記トラ
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ンキングコアネットワーク装置は、
　他のユーザ装置の送信した、サービスタイプ識別子を含む他のトランキング通信サービ
ス要求メッセージを受信するように設定される第2受信モジュールと、
　サービスタイプ識別子を含むトランキング通信サービス要求メッセージをユーザ装置に
送信するように設定される送信モジュールと、を含み、前記サービスタイプ識別子は前記
トランキング通信サービスを受信するかどうかをユーザ装置に確定させるためのものであ
る。
【００２３】
　本発明の1つの実施例において、前記送信モジュールは、受信した、サービスタイプ識
別子を含むトランキング通信サービス要求メッセージをユーザ装置に転送するように設定
され、
　又は、
　前記トランキングコアネットワーク装置は、前記トランキング通信サービス要求メッセ
ージを解析してサービス識別子を取得し、サービス識別子を対応のページングメッセージ
に追加し、サービスタイプ識別子を含むページングメッセージを生成し、生成したサービ
スタイプ識別子を含むページングメッセージをユーザ装置に送信するように設定される生
成モジュールを含む。
【００２４】
　第5方面で、本発明の実施例はコンピュータ記憶媒体を更に提供し、前記コンピュータ
記憶媒体にはコンピュータ実行可能な指令が記憶され、該コンピュータ実行可能な指令は
上記第1方面の実施例によるトランキング通信サービス処理方法を実行するためのもので
あり、又は、
　該コンピュータ実行可能な指令は上記第3方面の実施例によるトランキング通信サービ
ス処理方法を実行するためのものである。
【発明の効果】
【００２５】
　本発明の実施例によるトランキング通信サービス処理方法、コアネットワーク装置、及
びUE、記憶媒体では、ユーザ装置がトランキングコアネットワーク装置の送信した、サー
ビスタイプ識別子を含むトランキング通信サービス要求を受信することにより、該ユーザ
装置はサービスタイプ識別子に基づいて前記トランキング通信サービスを受信するかどう
かを確定することができる。このように、グループコールサービスにおけるトランキング
コアネットワーク装置と接続を確立していない非発言権ユーザ装置は、自分でサービスタ
イプ識別子に基づいて新たなトランキング通信サービスを受信するかどうかを確定するこ
とができ、これにより従来技術におけるユーザ装置がトランキングコアネットワーク装置
と接続を確立していないため、トランキングコアネットワーク装置が、新たなトランキン
グ通信サービスをアクセスするか、それとも拒否するかのようにユーザ装置を制御するこ
とができない問題を解決する。
【００２６】
　また、本発明の実施例1では、ユーザ装置が受信したトランキング通信サービス要求に
サービスタイプ識別子を追加することにより、非発言権ユーザ装置は自体の受信したトラ
ンキング通信サービスがどのタイプのサービスであるかを分かることができ、実際の状況
により自分でトランキング通信サービスを受信するかどうかを確定することができ、従来
技術における非発言権ユーザ装置がページングメッセージを受信した後、受信したのがコ
ール類サービスであるか、それとも非コール類サービスであるかを分からない問題を解決
する。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】図1は本発明の実施例1によるトランキング通信サービス処理方法の基本フロー模
式図である。
【図２】図2は本発明の実施例1によるトランキング通信サービス処理方法の詳細フロー模
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式図である。
【図３】図3は本発明の実施例1によるユーザ装置構成の構造模式図である。
【図４】図4は本発明の実施例2によるトランキング通信サービス処理方法のフロー模式図
である。
【図５】図5は本発明の実施例2によるトランキングコアネットワーク装置構成の構造模式
図である。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
　実施例1
　図1は本発明の実施例1によるトランキング通信サービス処理方法の基本フロー模式図で
あり、図1に示すように、該方法は下記ステップ101～102を含む。
【００２９】
　ステップ101、ユーザ装置はトランキングコアネットワーク装置が送信したトランキン
グ通信サービス要求メッセージを受信し、前記トランキング通信サービス要求メッセージ
にはサービスタイプ識別子が含まれ、
　前記ユーザ装置は現在のグループコールサービスを行っている端末装置であり、
　なお、ここでのユーザ装置はトランキング通信サービスをサポートする各種の端末装置
、例えばノートパソコン、Iphone等の携帯電話、Ipad等のタブレットPC等を含む携帯イン
テリジェント端末装置であってもよく、パソコン等を含む据置端末装置であってもよい。
【００３０】
　具体的に、ここでのユーザ装置は現在のグループコールサービスを行っている端末装置
であり、非発言権ユーザ装置であってもよく、発言権ユーザ装置であってもよい。
【００３１】
　現在にグループコールサービスを確立する際に、発言権ユーザ装置とトランキングコア
ネットワーク装置は接続を確立し、発言権ユーザ装置は現在のグループコールサービス要
求メッセージをトランキングコアネットワーク装置に送信し、トランキングコアネットワ
ーク装置は該現在のグループコールサービス要求メッセージを受信した後、ページングメ
ッセージを基地局に送信し、基地局はページングチャネルによりページングメッセージを
非発言権ユーザ装置に送信して、ダウンリンク共有チャネルリソースを確立し、これによ
り非発言権ユーザ装置は該ページングメッセージを受信し、ダウンリンク共有チャネルに
おいてグループコールダウンリンデータを受信して現在のグループコールサービスを行う
。
【００３２】
　他のユーザ装置は現在のグループコールサービスを行っているユーザ装置に他のトラン
キング通信サービス要求メッセージを開始する時、トランキングコアネットワーク装置は
該トランキング通信サービス要求メッセージを受信した後、該トランキング通信サービス
要求メッセージを解析して該トランキング通信サービスに対応するサービス識別子を取得
して、サービス識別子に対応するサービスタイプに基づいてページングメッセージにサー
ビスタイプ識別子を追加し、サービスタイプ識別子を含むトランキング通信サービス要求
メッセージを取得し、又はサービス識別子に対応するサービスタイプに基づいてサービス
タイプ識別子を含むトランキング通信サービス要求メッセージを生成して、サービスタイ
プ識別子を含むトランキング通信サービス要求メッセージを基地局に送信し、基地局は、
該他のユーザ装置が他のトランキング通信サービス要求メッセージを開始することにより
確立した第2ダウンリンク共有チャネルにより、トランキング通信サービス要求メッセー
ジを現在のグループコールサービスを行っているユーザ装置に送信し、ここで、前記他の
ユーザ装置は現在のグループコールサービスを行っているユーザ装置以外のいずれか1つ
のユーザ装置であってもよい。
【００３３】
　なお、本発明の実施例におけるサービスタイプ識別子は、既存のページングメッセージ
に1つのフィールドを新規に追加して、該トランキング通信サービスのタイプを区別する
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ものであってもよく、例えば、該トランキング通信サービスはコール類サービスであれば
、該フィールドに1つの特定識別子、例えば0を追加して、該トランキング通信サービスが
コール類サービスであることを表し、該トランキング通信サービスが非コール類サービス
であれば、該フィールドに他の特定識別子、例えば1を追加して、該トランキング通信サ
ービスが非コール類サービスであることを表す。
　フィールドの識別符号について、上記0と1は例示説明のためのものであり、実際に適用
において、他の符号、例えば英字等を採用してもよく、ここで具体的に限定しない。また
、フィールドのデータパケットでの位置については、実際の状況に基づいて設定すること
ができ、例えば、データパケットのヘッダに位置してもよくデータパケットのエンドに位
置してもよく、ここで具体的に限定しない。
【００３４】
　ステップ102、前記ユーザ装置は前記サービスタイプ識別子に基づいて、前記トランキ
ング通信サービスを受信するかどうかを確定する。
【００３５】
　具体的に、トランキング通信サービスはコール類サービスと非コール類サービスを含み
、コール類サービスはグループコール又はインディビジュアルコールを含み、トランキン
グ通信技術に対して、同一の時間内で、現在のグループコールサービスを行っているユー
ザ装置は他のコール類サービスを行うことができなく、例えば、ユーザ装置は同時に2つ
のビデオグループコールを受話することができなく、それでは、該ユーザ装置に対する他
のコール要求が更に着信すれば、該コール要求を受信するか、それとも該コール要求を拒
否するかのポリシーを行う必要がある。従って、まず他のユーザ装置が該ユーザ装置に開
始したトランキング通信サービス要求が具体的にどのタイプのサービスであるかを確定す
る必要があり、本発明の実施例では、トランキング通信サービス要求にサービスタイプ識
別子を含ませることによりこの問題を解決する。
【００３６】
　トランキング通信サービス要求メッセージに含まれるサービスタイプ識別子は非コール
サービスに対応するサービス識別子である場合、非コール類サービスと1つのコール類サ
ービスは同時に行うことができるため、前記ユーザ装置は行っている現在のグループコー
ルサービスを維持して、前記非コールサービスを受信することができる。
【００３７】
　トランキング通信サービス要求メッセージに含まれる前記サービスタイプ識別子はグル
ープコールサービスに対応するサービス識別子である場合、トランキング通信において2
つのコール類サービスが同時に行うことができないため、前記ユーザ装置は行っている現
在のグループコールサービスを維持して新たなコールサービスを拒否することを選択して
もよく、行っている現在のグループコールサービスを終了して新たなコールサービスをア
クセスしてもよく、提示メッセージを表示して、行っている現在のグループコールサービ
スを維持して新たなコールサービスを拒否するか、行っている現在のグループコールサー
ビスを終了して新たなコールサービスをアクセスするかを選択するようにユーザに提示し
てもよい。
【００３８】
　図2は本発明の実施例1によるトランキング通信サービス処理方法の詳細フロー模式図で
あり、図2に示すように、具体的に下記ステップ201～206を含む。
【００３９】
　ステップ201、ユーザ装置はトランキングコアネットワーク装置が送信したトランキン
グ通信サービス要求メッセージを受信し、前記トランキング通信サービス要求メッセージ
にはサービスタイプ識別子が含まれ、
　ここで、前記ユーザ装置はグループコールサービスを行っている端末装置である。
【００４０】
　ステップ202、前記サービスタイプ識別子は非コールサービスに対応するサービス識別
子である場合、前記ユーザ装置は前記グループコールサービスを維持して前記非コールサ
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ービスを受信し、該処理フローを終了する。
【００４１】
　ステップ203、前記サービスタイプ識別子はコールサービスに対応するサービス識別子
である場合、前記トランキング通信サービス要求メッセージには前記コールサービスに対
応する優先度を更に含み、
　なお、グループコールサービスとインディビジュアルコールサービスとの優先度順位は
トランキングコアネットワーク装置が予め設定したものであり、例えば、1つのコールサ
ービスを確立する度に、トランキングコアネットワーク装置はコールサービスの属性、例
えば緊急度に基づいてそれに1つの優先度を設定し、
　ここで、前記グループコールサービスとコールサービスは異なるグループコールサービ
スを区別することのみに用いられ、前記グループコールサービスは行っている現在のグル
ープコールサービスを表し、コールサービスは新たなグループコールサービスを表す。
【００４２】
　ステップ204、前記ユーザ装置はグループコールサービスに対応する優先度と前記コー
ルサービスに対応する優先度とを比較する。
【００４３】
　ステップ205、前記グループコールサービスの優先度が前記コールサービスの優先度よ
りも高いことを確定する場合、ユーザ装置は前記グループコールサービスを維持して前記
コールサービスを拒否し、該処理フローを終了する。
【００４４】
　ステップ206、前記グループコールサービスの優先度が前記コールサービスの優先度よ
りも低いことを確定する場合、ユーザ装置は前記グループコールサービスを終了して前記
コールサービスをアクセスする。
【００４５】
　本発明の実施例1では、ユーザ装置がトランキングコアネットワーク装置の送信したト
ランキング通信サービス要求を受信し、トランキング通信サービス要求にサービスタイプ
識別子が含まれることにより、ユーザ装置は前記サービスタイプ識別子に基づいて、前記
トランキング通信サービスを受信するかどうかを確定する。このように、グループコール
サービスにおけるトランキングコアネットワーク装置と接続を確立していない非発言権ユ
ーザ装置は、自分でサービスタイプ識別子に基づいて新たなトランキング通信サービスを
受信するかどうかを確定することができる。そして、発言権ユーザ装置に対して、本発明
の実施例1に記載の方案を使用することもできる。
【００４６】
　また、本発明の実施例1では、ユーザ装置が受信したトランキング通信サービス要求に
サービスタイプ識別子を追加することにより、非発言権ユーザ装置は自体の受信したトラ
ンキング通信サービスがどのタイプのサービスであるかを分かり、実際の状況により自分
でトランキング通信サービスを受信するかどうかを確定することができる。
【００４７】
　上記本発明の実施例1によるトランキング通信サービス処理方法を実現するために、本
発明の実施例1はユーザ装置を更に提供し、その技術原理及びもたらした技術効果は上記
本発明の実施例1によるトランキング通信サービス処理方法と類似するため、ここで繰り
返して説明しない。以下、本発明の実施例1によるユーザ装置の構成構造を詳しく説明す
る。
【００４８】
　図3は本発明の実施例1によるユーザ装置構成の構造模式図であり、図3に示すように、
第1受信モジュール11と確定モジュール12を含み、
　第1受信モジュール11は、トランキングコアネットワーク装置の送信したトランキング
通信サービス要求メッセージを受信し、前記トランキング通信サービス要求メッセージに
サービスタイプ識別子が含まれるように設定され、
　ここで、前記ユーザ装置は現在のグループコールサービスを行っている端末装置であり
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、
　確定モジュール12は、前記サービスタイプ識別子に基づいて、前記トランキング通信サ
ービスを受信するかどうかを確定するように設定される。
【００４９】
　更に、前記トランキング通信サービス要求メッセージはサービスタイプ識別子を含むペ
ージングメッセージである。
【００５０】
　更に、前記サービスタイプ識別子は非コールサービスに対応するサービス識別子であり
、
　対応的に、前記確定モジュール12は、前記グループコールサービスを維持して、前記非
コールサービスを受信するように設定される。
【００５１】
　更に、前記サービスタイプ識別子はコールサービスに対応するサービス識別子であり、
　対応的に、前記確定モジュール12は、行っている現在のグループコールサービスを維持
して、新たなコールサービスを拒否するように設定され、又は、行っている現在のグルー
プコールサービスを終了して、新たなコールサービスをアクセスするように設定され、又
は、提示メッセージを表示するように設定され、前記提示メッセージは、行っている現在
のグループコールサービスを維持して新たなコールサービスを拒否するか、行っている現
在のグループコールサービスを終了して新たなコールサービスをアクセスするかを選択す
るようにユーザに提示することに用いられる。
【００５２】
　更に、前記トランキング通信サービス要求メッセージは新たなコールサービスに対応す
る優先度を更に含み、
　対応的に、前記ユーザ装置は比較モジュール13を更に含み、比較モジュール13は、前記
確定モジュール12が行っている現在のグループコールサービスを維持して新たなコールサ
ービスを拒否する前に、行っている現在のグループコールサービスに対応する優先度と新
たなコールサービスに対応する優先度とを比較して、行っている現在のグループコールサ
ービスの優先度が新たなコールサービスの優先度よりも高いことを確定するように設定さ
れ、
　又は、比較モジュール13は、前記確定モジュール12が行っている現在のグループコール
サービスを終了して新たなコールサービスをアクセスする前に、行っている現在のグルー
プコールサービスに対応する優先度と新たなコールサービスに対応する優先度とを比較し
て、行っている現在のグループコールサービスの優先度が新たなコールサービスの優先度
よりも低いことを確定するように設定される。
【００５３】
　更に、前記コールサービスはグループコールサービスとインディビジュアルコールサー
ビスを含む。
【００５４】
　実施例2
　図4は本発明の実施例2によるトランキング通信サービス処理方法のフロー模式図であり
、図4に示すように、具体的に下記ステップ301～303を含む。
【００５５】
　ステップ301、トランキングコアネットワーク装置は他のユーザ装置が送信した、サー
ビスタイプ識別子を含むトランキング通信サービス要求メッセージを受信し、
　なお、ここでの他のユーザ装置はグループコールサービスを行っているユーザ装置に他
のグループコールサービスを開始するユーザ装置であり、該他のユーザ装置はグループコ
ールサービスを行っているユーザ装置以外のいずれか1つのユーザ装置であってもよい。
【００５６】
　ステップ302、前記トランキングコアネットワーク装置は受信した、サービスタイプ識
別子を含むトランキング通信サービス要求メッセージをユーザ装置に転送し、又は前記ト
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ランキング通信サービス要求メッセージを解析してサービス識別子を取得し、サービス識
別子を対応のページングメッセージに追加し、サービスタイプ識別子を含むページングメ
ッセージを生成し、生成したサービスタイプ識別子を含むページングメッセージをユーザ
装置に送信する。
　具体的に、前記トランキングコアネットワーク装置はページングメッセージにサービス
タイプ識別子を追加する。前記サービスタイプは非コール類サービスタイプである場合、
前記トランキングコアネットワーク装置は前記ページングメッセージに非コールサービス
に対応するサービス識別子を追加し、前記サービスタイプはコールサービスに対応するサ
ービスタイプである場合、前記トランキングコアネットワーク装置は前記ページングメッ
セージにコールサービスに対応するサービス識別子を追加する。
【００５７】
　ステップ303、前記トランキングコアネットワーク装置は、サービスタイプ識別子を含
むトランキング通信サービス要求メッセージをユーザ装置に送信し、前記サービスタイプ
識別子は前記トランキング通信サービスを受信するかどうかをユーザ装置に確定させるた
めのものであり、
　ここで、前記ユーザ装置は現在のグループコールサービスを行っている端末装置である
。
【００５８】
　具体的に、サービスタイプ識別子は非コールサービスに対応するサービス識別子である
場合、前記ユーザ装置は行っている現在のグループコールサービスを維持して前記非コー
ルサービスを受信し、サービスタイプ識別子はコールサービスに対応するサービス識別子
である場合、前記ユーザ装置は行っている現在のグループコールサービスを維持して新た
なコールサービスを拒否することを選択してもよく、行っている現在のグループコールサ
ービスを終了して新たなコールサービスをアクセスしてもよく、提示メッセージを表示し
て、行っている現在のグループコールサービスを維持して新たなコールサービスを拒否す
るか、行っている現在のグループコールサービスを終了して新たなコールサービスをアク
セスするかを選択するようにユーザに提示してもよい。
【００５９】
　本発明の実施例2では、トランキングコアネットワーク装置が他のユーザ装置の送信し
た他のトランキング通信サービス要求を受信し、前記他のトランキング通信サービス要求
にサービスタイプ識別子を追加し、サービスタイプ識別子を含むトランキング通信サービ
ス要求を取得して、サービスタイプ識別子を含むトランキング通信サービス要求をユーザ
装置に送信することにより、前記ユーザ装置は前記サービスタイプ識別子に基づいて、前
記トランキング通信サービスを受信するかどうかを確定する。このように、グループコー
ルサービスにおけるトランキングコアネットワーク装置と接続を確立していない非発言権
ユーザ装置は、自分でサービスタイプ識別子に基づいて新たなトランキング通信サービス
を受信するかどうかを確定することができる。そして、発言権ユーザ装置に対して、本発
明の実施例2に記載の方案を使用することもできる。
【００６０】
　上記本発明の実施例2によるトランキング通信サービス処理方法を実現するために、本
発明の実施例2はトランキングコアネットワーク装置を更に提供し、その技術原理及びも
たらした技術効果は上記本発明の実施例2によるトランキング通信サービス処理方法と類
似するため、ここで繰り返して説明しない。 以下、本発明の実施例2によるトランキング
コアネットワーク装置の構成構造を詳しく説明する。
【００６１】
　図5は本発明の実施例2によるトランキングコアネットワーク装置構成の構造模式図であ
り、図5に示すように、第2受信モジュール21、送信モジュール22又は生成モジュール22を
含み、
　第2受信モジュール21は、他のユーザ装置の送信した、サービスタイプ識別子を含む他
のトランキング通信サービス要求を受信するように設定され、
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　送信モジュール22は、受信した、サービスタイプ識別子を含むトランキング通信サービ
ス要求メッセージをユーザ装置に転送するように設定され、
　又は、前記トランキングコアネットワーク装置は、前記トランキング通信サービス要求
メッセージを解析してサービス識別子を取得し、サービス識別子を対応のページングメッ
セージに追加し、サービスタイプ識別子を含むページングメッセージを生成し、生成した
サービスタイプ識別子を含むページングメッセージをユーザ装置に送信するように設定さ
れる生成モジュール22を含む。
【００６２】
　本発明の実施例によるユーザ装置における第1受信モジュール、確定モジュール及び比
較モジュールは、いずれもユーザ装置におけるプロセッサにより実現されることができ、
トランキングコアネットワーク装置における第2受信モジュール、送信モジュール又は生
成モジュールは、いずれもトランキングコアネットワーク装置におけるプロセッサにより
実現されることができ、もちろん、プロセッサが実現する機能も具体的な論理回路により
実現されることができ、具体的な実施例の過程において、プロセッサは中央処理装置（CP
U）、マイクロプロセッサ（MPU）、デジタルシグナルプロセッサ（DSP）又はフィールド
プログラマブルゲートアレイ（FPGA）等であってもよく、前記通信端末は携帯電話、タブ
レットPC等の装置であってもよい。
【００６３】
　なお、本発明の実施例において、ソフトウェア機能モジュールの形式で上記トランキン
グ通信サービス処理方法を実現して、独立の製品として販売し又は使用する場合、コンピ
ュータ読み取り可能な記憶媒体に記憶することもできる。このような理解に基づいて、本
発明の実施例の技術的手段の本質又は従来技術に対する貢献の部分はソフトウェア製品の
形式で体現してもよく、該コンピュータソフトウェア製品は1つの記憶媒体に記憶され、1
つのコンピュータ装置（パソコン、サーバ、又はネットワーク装置等であってもよい）が
本発明の各実施例に記載の方法の全部又は一部を実行するための若干の指令を含む。前記
記憶媒体は、Uディスク、移動ハードディスク、読み出し専用メモリ（ROM、Read Only Me
mory）、ディスク又は光ディスク等の各種のプログラムコードを記憶可能な媒体を含む。
このように、本発明の実施例はいずれの特定形式のハードウェアとソフトウェアの組み合
わせに限定されたものではない。
【００６４】
　対応的に、本発明の実施例はコンピュータ記憶媒体を更に提供し、前記コンピュータ記
憶媒体にはコンピュータ実行可能な指令が記憶され、該コンピュータ実行可能な指令は本
発明の各実施例によるトランキング通信サービス処理方法を実行するためのものである。
【００６５】
　本発明による幾つかの実施例において、開示された方法と装置が他の方式で実現される
ことができることを理解すべきである。上記記載された装置の実施例は概略的なものであ
り、例えば、前記モジュールの区分はただ論理機能の区分であり、実際に実現する時に他
の区分方式があってもよく、例えば、複数のユニット又はモジュールは組合せってもよく
、又は他のシステムに集積されてもよく、又は幾つかの特徴は無視され、又は実行されな
くてもよい。また、表示され又は検討された各組合せ部分同士の間の通信接続は幾つかの
インタフェース、装置又はユニットによる間接カップリング又は通信接続であってもよく
、電気的なもの、機械的なもの又は他の形式のものであってもよい。
【００６６】
　上記分離部品として説明したユニットは物理的に分離したものであってもよくでなくて
もよく、ユニットとして表示した部品は物理ユニットであってもよくでなくてもよく、1
つの場所に位置してもよく、複数のネットワークユニットに分布してもよく、実際の需要
に応じてその中の一部又は全部のユニットを選択して本実施例方案の目的を実現してもよ
い。
【００６７】
　また、本発明の各実施例における各機能ユニットは、全部で1つの処理ユニットに集積
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もよく、2つ以上のユニットが1つのユニットに集積されたものであってもよく、上記集積
されたユニットはハードウェアの形式で達成してもよく、ハードウェア及びソフトウェア
機能ユニットの形式で達成してもよい。
【００６８】
　当業者が理解できるように、上記方法の実施例の全部又は一部のステップの実現は、プ
ログラムによる関連ハードウェアへの命令により完成されてもよく、前記プログラムはコ
ンピュータ読み取り可能な記憶媒体に記憶されてもよく、該プログラムの実行の時、上記
方法の実施例を含むステップを実行し、前記記憶媒体は移動記憶装置、読み出し専用メモ
リ（ROM、Read-Only Memory）、ディスク又は光ディスク等の各種のプログラムコードを
記憶可能な媒体を含む。
【００６９】
　又は、本発明の実施例はソフトウェア機能モジュールの形式で実現され且つ独立の製品
として販売され又は使用される場合、コンピュータ読み取り可能な記憶媒体に記憶される
こともできる。このような理解に基づいて、本発明の実施例の技術的手段の本質又は従来
技術に対する貢献の部分はソフトウェア製品の形式で体現してもよく、該コンピュータソ
フトウェア製品は1つの記憶媒体に記憶され、1つのコンピュータ装置（パソコン、サーバ
、又はネットワーク装置等であってもよい）が本発明の各実施例に記載の方法の全部又は
一部を実行するための若干の指令を含む。前記記憶媒体は移動記憶装置、ROM、ディスク
又は光ディスク等の各種のプログラムコードを記憶可能な媒体を含む。
【００７０】
　本発明は上記実施例を例とするが、これに限定されなく、当業者が理解できるように、
前記各実施例に記載の技術的手段を修正し、又はその中の一部或いは全部の技術的特徴に
対して等同置き換えを行ってもよく、これらの修正又は置き換えは、対応の技術的手段の
本質が本発明の各実施例の技術的手段の範囲を逸脱することを起すものではない。
【００７１】
　上記は本発明の好ましい実施例だけであり、本発明の保護範囲を限定するためのもので
はない。
【産業上の利用可能性】
【００７２】
　本発明の実施例では、ユーザ装置がトランキングコアネットワーク装置の送信した、サ
ービスタイプ識別子を含むトランキング通信サービス要求を受信することにより、該ユー
ザ装置はサービスタイプ識別子に基づいて前記トランキング通信サービスを受信するかど
うかを確定することができる。このように、グループコールサービスにおけるトランキン
グコアネットワーク装置と接続を確立していない非発言権ユーザ装置は、自分でサービス
タイプ識別子に基づいて新たなトランキング通信サービスを受信するかどうかを確定する
ことができ、これにより従来技術におけるユーザ装置がトランキングコアネットワーク装
置と接続を確立していないため、トランキングコアネットワーク装置が、新たなトランキ
ング通信サービスをアクセスするか、それとも拒否するかのようにユーザ装置を制御する
ことができない問題を解決する。
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